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研究成果の概要（和文）：本研究では，達人の経験知となっている認知症ケアスキルの形式知化を進め，ケア従
事者の内省を促す認知症ケアスキル学習システムを開発した．主な研究成果は以下の２点である．
１）認知症ケアスキル，及び認知症の人の感情的状態を評価するための行動プリミティブ，評価モデルを設計し
た．その結果，認知症ケアインタラクションを表現することが可能となり，認知症コーパスの基本構造の有効性
が示された．
２）コーパスの構造を活用することで，認知症ケアの効果的な内省を促すための振り返り学習支援環境を構築し
た．介護現場において効果検証をした結果，ケアスキルの向上が認められ，認知症ケアの学びに有効であること
が示された．

研究成果の概要（英文）：We have designed the co-creation and co-learning environment of dementia 
care knowledge as a multimodal dementia corpus.
We have developed a tool of multimodal behavior analysis system, which supports 1) video 
annotations, 2) visualization of annotation data, 3) quantitative analysis, 4) create a query of 
expert’s interpretation. Focusing on the dementia care method by Humanitude, we have analyzed 
dementia care skills to evaluate their effectiveness. The analysis system can be used as objective 
description of cares and contribute to educations for caregivers to improve the quality of care.
We have developed a visualization system of dementia care skills based on the multimodal dementia 
corpus. The purpose of the system is to provide effective learning of dementia care to trainees. 
These have shown to be effective, in combination with practice and reflection, to acquire dementia 
care skills. The trainees could use the system for self-reflection and teaching.
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１．研究開始当初の背景 
65 歳以上の 4 人に 1 人が認知症である．

認知症は，記憶障がい，判断力低下などの中
核症状に加え，環境や心因などによって一部
の人には徘徊や興奮・暴力などの周辺症状が
生じる．この周辺症状が現在の介護現場を疲
弊させている．認知症を取り巻く課題に対し
て，英国，北欧では，国家プロジェクトとし
て認知症への取り組みが活発化し，周辺症状
の事例のデータベース構築や，シリアスゲー
ムなどを使った ICT の教育への応用が行わ
れ始めている．申請者らは，このような背景
の下，認知症の周辺症状を引き起こす事例を
収集し，情動の側面に着目して認知症の人の
思考や行動の理解に向けたコーパスの構築
を進めてきた[H25-27 基盤研究 B]．本研究計
画では，経験的に明らかになってきた認知症
ケア技術を形式知化し，ケア技術の学習へ展
開するための基礎的な研究を行う． 

 
２．研究の目的 

申請者は，認知症ケア技術の向上を促進す
るためには，自分のケアが客観的に評価され，
認知症の解明の進展に応じて技術を継続的
に発展できる環境を構築する必要があるこ
とを見出した．本研究は，認知症ケアの高度
化に向けて，専門家の経験知となっているケ
ア技術の形式知化を進めると共に，介護・看
護者の内省を促す認知症ケア技術学習シス
テムを構築することが目的である．具体的な
研究項目は以下の３点である． 
(1) 実践映像を基軸に認知症ケア専門家の経
験的，実践的な知識をマルチモーダル情報で
表現． 
(2) 個人情報を考慮したマルチモーダル情報
を共有する仕組みの開発． 
(3) 習得者が自身のケアを振り返り，復習す
ることができる学習環境を構築しその効果
の検証． 

 
３．研究の方法 
認知症ケア技術の高度化に向け，ケア技術

の形式知化を進めると共にケア技術の学び
を支援するための認知症ケア高度化システ
ムを構築する．次の４点のアプローチによっ
て研究開発に取り組んだ． 
 

(1) 認知症ケア専門家の経験知を形式知化
するための認知症ケア技術分析ツールを開
発する． 
(2) 「見る」，「話す」，「触れる」の三つのモ
ダリティに着目し，認知症ケア技法ユマニチ
ュードを対象とした認知症ケア技術評価ル
ールを設計する． 
(3) 評価ルールを活用した技術の可視化方
法を検討し，実践で得られた映像データを活
用してケア内容を共有・内省するための振り
返りシステムを構築する． 
(4) 認知症ケア学習システムを活用したワ
ークショップを開催し，システムの有効性を

検証する． 
 
４．研究成果 
 マルチモーダル認知症コーパスの構築と
利用に関する研究成果を以下に示す． 
(1) マルチモーダル認知症コーパスの構築 
① 認知症ケアスキルと認知症の人の感情的
インタラクションの表現 
 認知症ケア分析システムを活用し，認知症
ケアスキル評価のためのスキル評価モデル
を設計した．また，認知症の人の行動を評価
するためにポジティブ，ネガティブ，ニュー
トラルの3値の感情的行動評価モデルを設計
した．これらの行動評価モデルは，コーパス
の基本構造となる．本構造を活用することで，
図１に示すように認知症ケアインタラクシ
ョンが表現される．本構造は，１対１の関係
に留まらず，多対多の関係の表現にも展開可
能である．医療・介護現場のデータを収集し，
スキルと効果の観点から分析した．その結果，
認知症ケアの効果をインタラクションの観
点から表現されることを示した．[雑誌論文
1,2，学会発表 2,3,4,5,6,7,8,9,11,12,13, 
14,17,18,19,20,23,24] 

 
図１．認知症ケアの分析例 
 
(2) マルチモーダル認知症コーパスの利用 
① 認知症ケアスキルに基づく振り返り学習
支援システム 
ケア行為をリフレクションするための振

り返り支援システムを開発した．コーパスの
構造を活用することで，初学者向けに 37 の
評価ルールを設計し，注意するポイントやケ
アの状態を表現する．図２に示すように，ケ
アスキルの向上を促進するための情報を映
像に重畳して提示される．映像へのアノテー
ション情報が時間情報も含んで変換される
ため，ケアの内容とアイコンが連動して再生
される．指導者が本コンテンツを活用して初
学者を指導することによって，一貫性のある
指導が可能となる．本システムを医療介護現
場において，評価実験を実施した．その結果，
本システムを提示して指導することによっ
てケアスキルの向上が有意に確認され，ケア



の学びに有効であることが示された[雑誌論
文 2，学会発表 10,15,22]． 

 

図２．振り返り学習支援システムによる情報
提示の例 
 
② 組織全体で学ぶ学習環境の構築 
 上述したシステムは，アノテーション構造
に基づいてきめ細かい指導につながる．一方，
認知症ケアを学ぶためには，組織全体で進め
なければ個人のスキルに留まったままで学
びが共有されない．そこで，映像を使って指
導者の顔がみえる組織全体で学ぶための認
知症ケア学習システムを開発した．３ヶ月間
介護現場において評価実験を実施した結果，
本システムにより，ケアスキルの向上がみと
められ，認知症ケアを組織で学ぶことの有効
性が示唆された．[雑誌論文 2，学会発表
10,15,22]． 
 

図３．指導者の顔がみえる学習支援システム 
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